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私は駐モザンビーク日本国大使
として 2017 年 4 月より 2020 年 2
月まで同国に駐在した。モザン
ビークとラテンアメリカ（中南米）
諸国との関係で一番目立つのはブ
ラジルとの関係であるところ、モ
ザンビークに大使館を開設してい
る 4 か国（キューバ、ベネズエラ、
ブラジル、アルゼンチン）との関
係について記述したい。

モザンビークは東アフリカに位
置するポルトガルの旧植民地であ
り、1975 年 6 月にポルトガルか
らの独立を果たした。ポルトガル
からの独立を果たす上で主導的役
割を果たしたのは、1962 年 6 月
にタンザニアで亡命モザンビー
ク人により結成された Frente de 
Libertação de Moçambique（ モ
ザンビーク解放戦線： Frelimo）、
通称フレリモである。

1964 年 9 月 25 日、フレリモ中
央委員会はポルトガルに対する独
立・解放のための軍事行動を決定
し、同日ポルトガル植民地軍に対
する組織的戦闘を開始した。ソ
ヴィエト連邦は独立解放闘争にお
ける反政府ゲリラ活動や政治戦略
について指導を行い、ロケット砲
など多くの軍事兵器を供与した。

モザンビークとキューバの外交
関係はモザンビークが独立を果た
した 1975 年 6 月に樹立された。
キューバはソ連、中国とともにモ
ザンビークの独立と解放のために

貢献し、同国との関係は独立闘争
時代に遡る。このためキューバは
モザンビークの兄弟国とされ、中
南米諸国の中でも特別の地位を占
めている。またキューバは現在で
もモザンビークに 275 名の医師を
派遣し、保健分野で貢献してい
る。2017 年 6 月キューバを訪問
したニュシ モザンビーク大統領
はラウル・カストロ国家評議会議
長と会談し、キューバとの友好と
協力関係を再活性化する意向を表
明した。また同大統領は、モザン
ビークとキューバはかつて自由の
ために共に戦い、今日ではそれぞ
れの国民の発展と繁栄を目指し共
に戦っていると述べた。

これを受けて 2020 年 3 月ディ
アスカネル キューバ大統領はモ
ザンビークを訪問する予定であ
る。キューバ国家元首のモザン
ビーク訪問は、1977 年のフィデ
ル・カストロのモザンビーク訪問
以来初めてである。ディアスカネ
ル大統領のモザンビーク訪問の
際に、首都マプトにおいて経済
フォーラムが開催され、両国の経
済・協力関係の強化が議論される
予定である。観光、保健分野の協

力関係の強化と葉巻の生産国であ
るキューバへのモザンビーク産の
葉タバコの輸出を行うことが期待
される。（筆者注：新コロナウィ
ルス対策のためディアスカネル大
統領のモザンビーク訪問は延期さ
れた。）

モザンビークとベネズエラとの
外交関係は 2005 年 11 月に樹立さ
れた。2009 年 4 月、両国は協力
に関する一般協定及び政治協議の
メカニズムに関するメモランダム
を締結した。ベネズエラのモザン
ビークに対する協力は教育分野に
限定され、ベネズエラは「アフリ
カの一学校を後援する」プログラ
ムをモザンビークの首都マプト市
内の小学校を対象に実施中であ
る。また、チャベス大統領のイ
ニシアティブの下、アヤクチョ大
元帥基金を通じて奨学金を受けた
25 人のモザンビーク人学生がベ
ネズエラの大学で医学とスポーツ
を履修している。2019 年 1 月の
マドゥーロの 2 期目の大統領就任
以降のベネズエラの政治的混乱に
ついて、多くのアフリカ諸国は沈
黙を守っている。マヌエル・アウ
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グスト アンゴラ外相は、本問題
に対して公に発言した数少ないア
フリカ諸国の要人の一人である。
同外相は、「合法的かつ選挙で選
出されたマドゥーロ政権との外交
関係を我々は有している。ベネズ
エラの危機に対してアンゴラは対
話を擁護する。対話以外の解決策
はない。」と発言した。この立場
は本問題に対して対話を擁護する
アフリカ連合の立場に類似してい
る。また SADC（南部アフリカ開
発共同体）はグアイド支持を拒絶
し、SADC 随一の政治経済大国
である南アフリカはマドゥーロ支
持を明確にした。しかし、多くの
アフリカ諸国は西側諸国の怒りを
買うことを恐れてマドゥーロ支持
を公にしない。アフリカ諸国がマ
ドゥーロを支持するのは、故チャ
ベス大統領がアフリカ諸国を支援
したからであり、マリ、ニジェー
ル、ベニンなどの国に石油を無償
提供したからである。またアフリ
カ諸国の中に、反帝国主義、反米
主義の感情が残っているからでも
ある。モザンビーク政府要人は
件の問題について発言していない
が、SADC のメンバー国である
モザンビークの立場は SADC の
立場と同一であり、さらにモザン
ビークとしては、歴史的に関係の
深いキューバがマドゥーロ政権の
後ろ盾になっていることも同政権
を支持する所以であろうことは想
像に難くない。このため 2019 年

2 月、ブラジリアに駐在する新モ
ザンビーク大使はマドゥーロに対
して信任状を提出している。

このように記述してくると、モ
ザンビークは社会主義国であるよ
うに思われるかも知れない。確か
にモザンビークは独立達成後フレ
リモによる一党独裁の社会主義国
としてスタートしたが、その後の
内戦による経済社会的混乱の中、
1980 年代に民主化への希求と西
側傾斜が顕著になり、1989 年の
第 5 回党大会でフレリモはマルク
ス・レーニン主義を正式に放棄
し、市場主義経済へと方向転換し
た。1990 年には憲法が修正され、
国名が「モザンビーク人民共和国」
から「モザンビーク共和国」へと
変更された。また複数政党制も導
入された。現在では土地が国有で
あることを除けば、モザンビーク
は通常の市場経済型民主国家と考
えて差し支えない。

モザンビークとブラジルとの
外交関係は、1975 年 11 月に樹立
され、駐モザンビーク ブラジル
大使館は 1976 年 3 月に開設され
た。アフリカのポルトガル植民地
に対するブラジルの立場は、ポル
トガルと歩調を合わせることで
あった。1953 年にブラジルとポ
ルトガルの間で締結された「友好
と協議の条約」により、ブラジル
がポルトガル植民地における自由
のための闘争を支持することを困
難にした。また、ポルトガルとの
上記合意に加えて、米国の強い影
響力もありポルトガルの植民地問
題に関してブラジルがポルトガル
や米国に歩調を合わせることにつ
いて疑問が呈されることはなかっ
た。ブラジルのポルトガル植民地

に対する政策が変化したのは、軍
政下の 1974 年にガイゼルがブラ
ジル大統領に就任してからであ
る。ポルトガルの頸木を脱しブラ
ジルの利益を優先するとの方針を
踏まえ、ガイゼル大統領はポルト
ガルのカーネーション革命を契機
にキューバとソ連の同盟国であっ
たアンゴラを支持し、南アフリカ
のアパルトヘイトを最終的に非難
するに至った。ブラジルはポルト
ガルとポルトガルの旧植民地国と
の調停者の役割を果たそうとした
が、マリオ・ソアレス ポルトガ
ル外相が直接ポルトガルの旧植民
地国の指導者と協議を行うととも
に、ポルトガルの旧植民地国の指
導者がブラジルに対する信頼を有
していなかったことから、その企
ては挫折した。マシエル・モザ
ンビーク初代大統領は、1975 年 6
月 25 日の独立宣言の式典にブラ
ジル政府の公式代表団の参加を認
めなかった。2000 年にカルドー
ゾ大統領がブラジル大統領として
初めてモザンビークを訪問し、翌
年シサノ大統領がモザンビーク大
統領として初めてブラジルを訪問
して、両国は保健、教育、社会政策、
治安分野における協力の拡大につ
いて合意した。しかし、ブラジル
が本格的にアフリカ諸国との関係
強化に乗り出したのはルーラが大
統領に就任してからである。ルー
ラ大統領は任期中（2003 ～ 10 年）
にモザンビークを 3 回（2003、08
年、10 年）訪問した。

ルーラ大統領時代に進展した
二国間プロジェクトのうち、代表
的なプロジェクトを 2 件紹介した
い。ブラジルの資源会社である
ヴァレ社は、2004 年にモザンビー
クのテテ州に存するモアチーズ炭
鉱開発の権利を国際入札で獲得、ゲブーザ大統領とルーラ ブラジル大統領
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2007 年 に は Mining Concession
を取得して 2011 年に生産を開始
した。当初、セナ線を通じてソファ
ラ州ベイラ港より石炭を輸出して
いたが輸送能力が限られており、
ナンプラ州ナカラ港を整備すると
ともに、モアチーズ炭鉱からナカ
ラ港までの 912㎞の鉄道を整備し
輸送能力を拡大することとした。
これがナカラ回廊であり、2017 年
5 月に同回廊の開業式典が開催さ
れた。もう一つは、モザンビーク
における抗エイズ薬製造工場の建
設プロジェクトである。2003 年に
モザンビークを訪問したルーラ大
統領が同構想を提唱し、2008 年
の同国訪問時に同プロジェクトの
実施を約束、2012 年 7 月にテメ

ル副大統領が出席して抗エイズ薬
製造工場の開所式が開催された。

モザンビークとアルゼンチンと
の外交関係は、1981 年に樹立さ
れ、駐モザンビーク アルゼンチ
ン大使館は 2013 年 7 月に開設さ
れた。2019 年 3 月にブエノスア
イレスで開催された第 2 回国連南
南協力会議に参加するため、パ
シェコ モザンビーク外務協力大
臣はアルゼンチンを訪問し、同国
政府との間で技術協力協定、経済
商業投資関係の発展に係る二国間

協力協定、農業分野に係る合意メ
モランダム、モザンビークの科学、
技術及びイノベーションに係る国
家システムの強化プロジェクト実
施のためのモザンビーク、ポルト
ガル、アルゼンチンの三角協力に
係るプロトコールに署名した。

（本稿は筆者個人の見方であっ
て、外務省・在モザンビーク大使
館の見解を述べたものではない。）

（いけだ としお　前駐モザンビーク日
本国大使）

モザンビーク、アルゼンチン、ポルトガル三角協力ナカラ回廊 ナカラ港とモアチーズ炭鉱を結ぶ鉄道
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カリブ海西インド諸島にあるフランス海外県グアダルーペの黒人中流階級に生まれ、
フランスで高等教育を受け、西アフリカでフランス語教師として働き、後にパリ大学で
比較文学の博士号を取り、大学教員の傍ら小説を書いてきた著者が描くグアダルーペの
ルイ家四代の物語。
島を出た曾祖父アルベールが、パナマの運河工事を皮切りに北米のサンフランシスコ
で稼いで島の黒人中産階級にのし上がり、子どもたちはフランス「本土」に留学して専
門職に就く者も出た。孫娘テクラについての、頭は良かったものの夢想と欲望のまま世
界中を彷徨う物語りを軸として、一族それぞれが生き方を変えていく姿を描いているが、
そこにはカリブのある家系史を通じて、出自のアフリカ、出身地のカリブ、働きに行っ
た北・中米と文化的背景のフランス等の欧州に、同時にそしてそのすべてに所属してい
るという意識を常に持つカリブの人々の小さな場所から生まれた大きな文化衝突の姿を
巧みに語る本書が、近年世界的に注目されるようになってきたカリブ海文学の代表作の
一つと評される所以である。	 〔桜井 敏浩〕


